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平成30年度事業計画と予算
あなたのまちの地域福祉活動「学園三碓地区社会福祉協議会」
サロン紹介　ワンコイン居酒屋「輪」
野菜販売の協力者を募集しています！
こんにちは！共同募金です！
福祉ホットライン「奈良市女性防災クラブ連合会」
事業紹介　いってみぃ～ひんサマーカーニバル
お知らせコーナー　「まちの情報カウンター」
穴埋めキーワードクイズ＆平成30年度賛助会員のご紹介（※詳

細は８
頁参照

）

社協会員
募集中！

社協会員
募集中！

「～集まれこどもたち!!～のぞいてみよう♪音の世界」
福祉講座のワークショップ（総合福祉センター）



基本
方針

　地域社会を取り巻く環境の変化により、既存の制度等による支援から抜け漏れる事象が後
を絶たない状況の中、社会的孤立状態になる人をつくらない地域づくりが求められています。
　本会では、このような現状を踏まえ、第２次地域福祉活動計画に掲げる「ひとりぼっち“０”
プロジェクト」をスローガンとして、①「ひと」づくり、②「ネットワーク」づくり、③「こと」
づくり「場」づくりの３つを柱に、地域住民や関係機関と協働・連携し、住民誰もが安心・
安全に暮らせる福祉のまちづくりを推進していきます。

平成30年度 事業計画と予算事業計画と予算事業計画と予算

６つの重点項目
•福祉教育プログラムの内容充実
•ならし社協だよりの内容充実
•障がいのある方の地域生活等への理解を深める取り組み
•地域活動等の新たな担い手を発掘するための取り組み

地域福祉への関心と理解を
広げる取組みを通じた担い
手づくりに取り組みます。

•地区社協会長会の活性化
•地域性に応じた各ブロックでの協議や取り組みの推進
•地区別福祉活動計画づくりの推進
•地域福祉活動を進める財源確保

地域福祉の活動支援を
行います。

•アウトリーチを含めた相談支援の強化
•各拠点施設で相談を受け止める窓口機能の強化
•災害ボランティアセンターの協働運営に向けた
　災害支援ネットワークづくり

困りごとを受け止める
体制づくりを進めます。

•権利擁護センターの受託運営
•権利擁護支援の充実に向けた専門機関のネットワーク強化
•地域における見守り活動への理解者を増やすための
　啓発活動及び見守り活動実践の普及

課題を深刻化させない
地域づくりを進めます。

•生活支援コーディネーター配置事業の受託
•地区担当者による地域支援実践と生活支援体制整備
　に向けた一体的な取り組み
•各拠点施設を活用した地域の居場所づくり

地域生活を実現するための
資源やサービス・活動を
展開します。

•人事考課制度の導入による組織体制の強化
•経営改善による財政基盤の強化
•第２次地域福祉活動計画の実効性を高める取り組みと
　本計画の進捗管理体制の構築

実施計画推進のための
基盤づくりを進めます。
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平成30年度
奈良市社会福祉協議会予算概要

●拠点区分別一覧●

●収入科目の構成割合●

予算書の項目

収

　入

金　額
1,143,961

0
30,361

1,174,322
259,224

1,433,546

　　事業活動収入計
　　施設整備等収入計
　　その他収入計
　　小　　　　計
前期末支払資金残高

　　合　　　　計

予算書の項目 金　額
1,169,991

0
70,097

1,240,088
965

192,493
1,433,546

　　事業活動支出計
　　施設整備等支出計
　　その他支出計
　　小　　　　計
予　　　備　　　費
当期末支払資金残高
　　合　　　　計

支

　出

（単位：千円）

科　　目 平成30年度 構成割合
462,300
236,692
156,268
131,093
122,052
24,207
17,138
5,737
5,342
3,323
10,170

1,174,322

39.4%
20.2%
13.3%
11.2%
10.4%
2.1%
1.5%
0.5%
0.5%
0.3%
0.9%

指定管理料収入

受託金収入

障害福祉サービス等事業収入

介護保険事業収入

経常経費補助金収入

拠点区分間繰入金収入

事業収入

サービス区分間繰入金収入

寄附金収入

会費収入

その他の収入

収入合計

（単位：千円）

●支出科目の構成割合●

科　　目 平成30年度 構成割合

拠点区分名称 平成30年度

874,092
171,887
104,204
24,207
16,598
5,737
43,363

1,240,088

70.5%
13.9%
8.4%
2.0%
1.3%
0.5%
3.5%

人件費支出

事業費支出 

事務費支出 

拠点区分間繰入金支出

助成金支出

サービス区分間繰入金支出

その他の支出

支出合計

法人本部拠点

福祉サービス支援室拠点

在宅支援事業拠点

ボランティアセンター拠点

月ヶ瀬福祉センター拠点

都祁福祉センター拠点

地域福祉推進拠点

総合福祉センター拠点

生活介護施設拠点

老人福祉センター拠点

社会福祉事業区分合計

199,461

42,409

165,148

20,591

81,205

130,191

163,527

253,480

217,822

159,712

1,433,546

（単位：千円）

予算額合計

（単位：千円）

収入総額
1,174,322
千円

指定管理料
収入
39.4%

障害福祉
サービス等
事業収入
13.3%

介護保険
事業収入
11.2%

受託金収入
20.2%

拠点区分間
繰入金収入
2.1%

事業収入
1.5%

その他の収入
0.9%

会費収入 
0.3%

寄附金収入
 0.5%

サービス区分間
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支出総額
1,240,088
千円

人件費支出
70.5%

事業費支出
13.9%

事務費支出
8.4%

その他の支出
3.5%

拠点区分間
繰入金支出
2.0%

サービス区分間
繰入金支出
0.5%

助成金支出
1.3%

会　長

副会長

事務局長

地域支援課

施設運営課

在宅
支援室

地域
支援室

総合福祉
センター

総務課

老人福祉
センター

理事　　17名　　評議員　　30名
監事　　　２名　　特別顧問　　３名組　織　図

生活支援課

福祉サービス
支援室

事業
推進室

平成30年４月　開設
奈良市役所　中央棟２階

奈良市権利擁護センター
を開設しました

奈良市社会福祉協議会が受託し運営しています。

TEL　0742－34－4900
FAX　0742－34－4514相談無料

総務係

経営管理係

在宅支援係

介護認定調査係

月ヶ瀬
福祉センター

都祁
福祉センター

鳥見デイサービス
センター

生活介護
みどりの家

生活介護
やすらぎ広場

東福祉センター

西福祉センター

南福祉センター

北福祉センター

事業係

みどり園係

体育施設運営係

ボランティア
センター

地域支援第二係
地域支援第一係

福祉サービス
支援係

相談支援係

事務局次長

第37号第37号　平成30年７月１日発行 平成30年７月１日発行
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　地区社協は、地区内の４つの住民組織と各種団体、民生委員・児童委員協議会（以下、民児協）、地区内の福祉事
業者等で構成されており、福祉に関する情報交換や活動の共有を行いながら、地区の福祉活動を推進しています。
　地区社協では現在、一人暮らし高齢者等の見守りを目的とした「ふれあい配食サービス」や年末慰問、障がい児
子育てサロン「さんさんるーむ」の実施、地域見守りネットワークなどの活動を展開しています。昭和62年の設立
当初より、民児協が活動を担っており、地区社協活動と日々の民生委員活動が相互に活かされています。

　障がい児子育てサロン「さんさんるーむ」は、ある母親の声をきっ
かけに始まりました。地域での居場所が求められていると感じた地区
社協は、市社協や市役所、知的障がい児施設、養護学校等関係機関の
協力を得ながら手探りで取り組みを進めていきました。サロンのスタッ
フは、施設見学等を通じて障がい児との接し方を学び、参加者のつな
がりづくりを大切にしながら活動を続けており、平成15年の立ち上げ
から現在に至っています。
　また、何度も同じものを買う顔なじみのお客さんの様子に気付いた
商店主の声から、今後のまちづくりを考える取り組みが新たに始まる
など、地域の声を大切に我が事として考えていこうという風土が地区には根付いています。

　地区社協では現在、地区内の一
つのエリアをモデルに「福祉コ
ミュニティづくり」に取り組んで
います。地区社協が、自治会や商
店、専門機関等が集う場をつくり、
顔の見える関係づくりと地域に対
する想いを共有することからはじ
めており、「認知症のお客さんが気になる。」「助けてと言わない人の対応が難しい。」「住民の身近な相談窓口になれ
る事業所を目指したい。」等多くの意見があり、地域の課題や強みが見えてきました。
　「10年後を考えると、今から住民一人ひとりが自分のまちに対し、意識を向けていく必要がある。」と語る上村副
会長。また、川上会長は「ご近所同士が日常生活の中で気にかけ合う“ゆるやかな見守り”こそが福祉コミュニティ
の土台になるため、地区社協として今後も啓発活動を続けていきたい。」と語ってくださいました。

活動の中心は民生委員

地域の声を大切に

今後のまちづくり

学園三碓地区社会福祉協議会
　学園三碓地区は市の西部南に位置し、地区の南部を阪奈道路が
走っています。地区は、神社があり田園地帯が残る旧村エリアと、
昭和40年代から順に開発が進んだ大きく３つある住宅地エリアと
で構成されており、その地域性や課題は様々です。
　今回は、「共助の力」を高めるまちづくりを進める学園三碓地区
社会福祉協議会（以下、地区社協）の取り組みについて、川上会長
と上村副会長にお伺いしました。

学園三碓地区

▲フリーマーケットでの「さんさんるーむ」の様子

▲「福祉コミュニティづくり」でのワールドカフェの様子 ▲川上会長と上村副会長（左）

共同募金って？
　共同募金は都道府県の区域を単位として全国一斉に行われる寄付金
の募集です。戦後復興の一助として始まった民間の募金活動を制度化
したことから始まりました。

みんなで取り組もう！！共同募金！！
　共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ」として取り組まれており、自分たちの募金
が自分たちの町の福祉を推進するために使われています。
　今年も10月から共同募金運動が始まります。募金活動や募金への協力をお願いします！！

奈良市共同募金委員会
（奈良市社会福祉協議会　総務課内）

問い合わせ TEL：0742－93－3100
FAX：0742－61－0330

共同募金について詳細が知り
たい方は はねっと で検索！

＜活動開始まで＞
　右京地区にある平城第２団地では、夏祭りやお餅つき等、自治会が行う
住民交流のための催しが多くあります。サロン活動もその一つですが、参
加者が少なく、中でも男性の参加者がほとんどいない状況でした。
　一方、自治会で見守り活動を行う中、団地内には一人暮らしの男性が多
く、交流の場の必要性が見えてきていました。そんな中、ある団地で行わ
れている“ワンコイン居酒屋”のことを知った自治会では、居酒屋という形、
雰囲気であれば、一人でもゆっくりできるし、男性も参加しやすいのでは
と考え、ワンコイン居酒屋「輪」が始まりました。
＜活動の様子＞
　ワンコイン居酒屋「輪」は、２ヶ月に一度、団地の集会所で18時～20時まで開催されています。参加者は、
男性や高齢者だけでなく、子どもと一緒に来ている方や、子育て中のお母さんなど様々ですが、居酒屋と
いう雰囲気が心を和ませ、知らず知らずのうちに隣に座っている方と会話が弾んでいます。参加者同士で
２次会へ行く様子が見られたり、「次はいつ？」と心待ちにしてくれる方もいるなど、住民同士の交流が
進んでいます。
　「関わっている人たち自身が楽しんでやること。それがさらに人の輪を広げていく。」と、谷本自治会長
は笑顏で話して下さいました。

ワンコイン居酒屋「輪」
サロン紹介

問い合わせ先　　地域支援課　0742－93－3741

●ワンコイン（500円）
生ビールなどのお酒類１杯とおつまみ３品
（ソフトドリンクの方は４品）
※居住者同士の交流目的の場として集会所で開催
している。

•毎回楽しみにしている。
•家で一人で飲むよりも、ここに来て話をしながら食べて飲
んでいると、自然と自分の悩んでいることを話している。
•気のあう友達が出来た。等

参加者の声

こんにちは！
共同募金です！
こんにちは！
共同募金です！

野菜販売の協力者を募集しています！
　鳥見ふらっとでは、地域住民のつながりづくりの場、ゆるやかな見守り
の場として、毎週水曜日と金曜日の９時から野菜販売を行っています。
　野菜を買ったり、レシピを交換したり。
　それだけでも地域に顔見知りが増えていきます♪
　活動継続のため、野菜を提供してくださる方を募集しています。
　是非ご協力をお願いします。詳しくは、お問い合わせください。

●問い合わせ先●
地域支援課　0742－93－3294

わ
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福祉車両のレンタカー
お気軽にご用命ください

奈良市北之庄西町 1丁目 11-3TEL : 0742-61-5662（すずき）

ハイエース　2台
ノア　1台
ワゴンＲ　1台

http://www.294mirai.com/

認知症やパーキンソン病など神経難病や重度

心身障害者でお困りの方、ご相談下さい。

第37号　平成30年７月１日発行 第37号平成30年７月１日発行

　５月14日（月）、高の原にある「サンタウンプラザすずらん館」１階の商業スペー
スの一角に「まちの情報カウンター」が設置されました。この情報カウンターは、
すずらん館を運営・管理されている関西文化学術研究都市センター株式会社と奈良
市・木津川市・精華町の社会福祉協議会など多様な機関との協働により実現したも
のです。ここでは、私たちの暮らしを支えるボランティア情報をはじめ生活に役立
つ様々な情報が掲示されます。

行こうよ！暮らしを支える
「まちの情報カウンター」へ
場所：奈良市右京一丁目３番地の４

お知らせ
コーナー
お知らせ
コーナー
お知らせ
コーナー

■ 開館日時 ■
月～金曜日と日曜日
10：00～ 17：00
■ 問合わせ先 ■
0742－71－9718

奈良市女性防災クラブ連合会奈良市女性防災クラブ連合会

　このコーナーでは、奈良を住みよいまちにするために、
日々活動する団体等を紹介しています。
　今回は、「奈良市女性防災クラブ連合会（以下、連合会）」
の活動について、役員の方々にお伺いしました。

つなごう地域の和！つなごう人の輪！
設立の経緯を教えてください。

　奈良市消防局では、地域での火災予防について、女性からの啓発が効果的ではないかとの考えから、各地区にお
ける女性防災クラブの結成を呼びかけていました。そのような中、クラブ相互の連携を密にするとともに、組織の
強化を図り、市民ぐるみの防火活動を推進するべく、昭和59年7月に奈良市女性防災クラブ連合会が結成されました。

現在、市内で23クラブが活動しており、会員数は約1400名となっています。

Q.

A.

活動内容について教えてください。

　連合会では、「一人暮らし高齢者宅防火訪問」
と「子ども防火・防災教室」を推進しており、
地区の各クラブで活動が進められています。

また、防災に関する様々な研修の企画や各クラブか
らの活動の相談にも応じています。
　その他、各クラブではそれぞれの地域の実情に応
じて、手作り防災頭巾講習会や応急手当講習会、地
域の自主防災訓練での炊き出し訓練や防災グッズの
紹介等を行っており、「災害に強い安全・安心なまち
づくり」を進めています。

Q.

A.

活動についての想いをお聞かせください。

　各クラブが地域で防火・防災に対する意識を高めようと様々な活動に取り組
んでおり、連合会としてもしっかりと方向性を示していきたいと考えています。
現在、各クラブではそれぞれの地域において、一見「防災」に直結しないよう

に見える活動でも、地域づくりが災害に強いまちづくりにつながるとの想いから積極
的に参加しています。
　地域でこの活動の魅力を伝えることで、少しでも会員が増えて欲しいですし、一つ
でもクラブが増え、奈良市における地域防災活動が拡がることを願っています。
（「女性防災クラブの結成」の推進については、奈良市第４次総合計画（後期基本計画）にも位置づけら
れています）

Q.

A.

奈良市女性防災クラブ連合会に関するお問い合わせ 奈良市消防局　災害対策室予防課　0742－35－1192

後列左より、馬場会計、鹿川副会長、
伊藤会長、乾副会長、保坂副会長
前列左より、奈良市消防局　松田主任、
中西予防課長

　年末に各クラブの会員が、地域
の70歳以上の対象者宅をトレード
マークの“赤ジャン”を着て訪問し、
防火に関する啓発を行っている。
様々な相談を受けることも。

　地区の保育園や幼稚園を訪問し、
紙芝居を使って防火啓発を行うと
ともに、消防訓練にも参加してい
る。年２回程度実施。写真は明治
幼稚園での様子。

一人暮らし高齢者宅防火訪問

子ども防火・防災教室

今年は、8月26日（日）
10時～17時　開催！
是非お越しください！A.

Q.

“地域貢献”という考えのもと、何かお手伝いできないかという奈良ロイ
ヤルホテル側の思いと、障がいのある子どもたちが外にでる機会をつく
りたいと考えている福祉の現場の思いがつながったことがきっかけで、
実行委員会にも加わり企画段階から参加しています。

A. 回を重ねるごとに多くの方が参加され、参加者を含むイベントに関わる人同士の交流が自然に行われていることを体感しました。このような機
会がここだけではなく他の場所でも増えていけばいいと思います。

Q.

A. 顔をあわせたコミュニケーションが不足していると言われている時代に、多くの人が交流の場の大切さを感じていると思います。サマーカー
ニバルが地域の人と人をつなぐ、架け橋になり、またそのきっかけづく
りの場となればうれしいです。

企業・福祉関係団体・ボランティア等が連携し、障がいの有
無にかかわらず誰もが参加しやすい夏祭りとして実施され、
今年で第６回目を迎える『いってみぃ～ひんサマーカーニバ
ル』について奈良ロイヤルホテルの方々にお話を伺いました。

実施に至ったきっかけを教えてください。

サマーカーニバルに関わってあらためて感じたことは
なんですか？

今後、奈良ロイヤルホテルとしてサマーカーニバルを
どのような場にしていきたいですか？

Q.

連絡先

いってみぃ～ひんサマーカーニバルin
奈良ロイヤルホテル実行委員会事務局

奈良市総合福祉センター内
奈良市手をつなぐ親の会
TEL．0742－71－0770

サマーカーニバル in 奈良ロイヤルホテルサマーカーニバル in 奈良ロイヤルホテル

太鼓の音に合わせてメイン会場は大盛り上がり!!

いってみぃ～ひんいってみぃ～ひん
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ける女性防災クラブの結成を呼びかけていました。そのような中、クラブ相互の連携を密にするとともに、組織の
強化を図り、市民ぐるみの防火活動を推進するべく、昭和59年7月に奈良市女性防災クラブ連合会が結成されました。

現在、市内で23クラブが活動しており、会員数は約1400名となっています。

Q.

A.

活動内容について教えてください。

　連合会では、「一人暮らし高齢者宅防火訪問」
と「子ども防火・防災教室」を推進しており、
地区の各クラブで活動が進められています。

また、防災に関する様々な研修の企画や各クラブか
らの活動の相談にも応じています。
　その他、各クラブではそれぞれの地域の実情に応
じて、手作り防災頭巾講習会や応急手当講習会、地
域の自主防災訓練での炊き出し訓練や防災グッズの
紹介等を行っており、「災害に強い安全・安心なまち
づくり」を進めています。

Q.

A.

活動についての想いをお聞かせください。

　各クラブが地域で防火・防災に対する意識を高めようと様々な活動に取り組
んでおり、連合会としてもしっかりと方向性を示していきたいと考えています。
現在、各クラブではそれぞれの地域において、一見「防災」に直結しないよう

に見える活動でも、地域づくりが災害に強いまちづくりにつながるとの想いから積極
的に参加しています。
　地域でこの活動の魅力を伝えることで、少しでも会員が増えて欲しいですし、一つ
でもクラブが増え、奈良市における地域防災活動が拡がることを願っています。
（「女性防災クラブの結成」の推進については、奈良市第４次総合計画（後期基本計画）にも位置づけら
れています）

Q.

A.

奈良市女性防災クラブ連合会に関するお問い合わせ 奈良市消防局　災害対策室予防課　0742－35－1192

後列左より、馬場会計、鹿川副会長、
伊藤会長、乾副会長、保坂副会長
前列左より、奈良市消防局　松田主任、
中西予防課長

　年末に各クラブの会員が、地域
の70歳以上の対象者宅をトレード
マークの“赤ジャン”を着て訪問し、
防火に関する啓発を行っている。
様々な相談を受けることも。

　地区の保育園や幼稚園を訪問し、
紙芝居を使って防火啓発を行うと
ともに、消防訓練にも参加してい
る。年２回程度実施。写真は明治
幼稚園での様子。

一人暮らし高齢者宅防火訪問

子ども防火・防災教室

今年は、8月26日（日）
10時～17時　開催！
是非お越しください！A.

Q.

“地域貢献”という考えのもと、何かお手伝いできないかという奈良ロイ
ヤルホテル側の思いと、障がいのある子どもたちが外にでる機会をつく
りたいと考えている福祉の現場の思いがつながったことがきっかけで、
実行委員会にも加わり企画段階から参加しています。

A. 回を重ねるごとに多くの方が参加され、参加者を含むイベントに関わる人同士の交流が自然に行われていることを体感しました。このような機
会がここだけではなく他の場所でも増えていけばいいと思います。

Q.

A. 顔をあわせたコミュニケーションが不足していると言われている時代に、多くの人が交流の場の大切さを感じていると思います。サマーカー
ニバルが地域の人と人をつなぐ、架け橋になり、またそのきっかけづく
りの場となればうれしいです。

企業・福祉関係団体・ボランティア等が連携し、障がいの有
無にかかわらず誰もが参加しやすい夏祭りとして実施され、
今年で第６回目を迎える『いってみぃ～ひんサマーカーニバ
ル』について奈良ロイヤルホテルの方々にお話を伺いました。

実施に至ったきっかけを教えてください。

サマーカーニバルに関わってあらためて感じたことは
なんですか？

今後、奈良ロイヤルホテルとしてサマーカーニバルを
どのような場にしていきたいですか？

Q.

連絡先

いってみぃ～ひんサマーカーニバルin
奈良ロイヤルホテル実行委員会事務局

奈良市総合福祉センター内
奈良市手をつなぐ親の会
TEL．0742－71－0770

サマーカーニバル in 奈良ロイヤルホテルサマーカーニバル in 奈良ロイヤルホテル

太鼓の音に合わせてメイン会場は大盛り上がり!!

いってみぃ～ひんいってみぃ～ひん



～今お持ちの健康保険証が使える～

ゆうとぴあグループでは１年間延べ2万人の施術実績

脳疾患の後遺症が
あるのですが、病状もよく
わかってくれる先生で、
話もよく聞いて
もらっています。

糖尿病で人工透析を
受けていますが、

訪問マッサージは便利です。
透析のスケジュールに
合わせてもらいながら、
毎週３回お願いしています。

1回340円～580円
程度です。

土曜日午後・日曜日・お盆・年末年始土曜日午後・日曜日・お盆・年末年始

季節はこれから暑い夏を迎えます。水分補給と体調管理を行い、乗り切ってい
きましょう。さて、この度、編集委員として社協だよりの記事取材等を担当させて
いただくことになりました。地域での様々な取り組みに関する情報を収集するに
あたり、あらためて地域の皆様の地域福祉の推進に向けた熱い思いが伝わって参
りました。社協だよりは、これからも地域や人をつなぎ、更には、地域の皆様に幸
せを感じていただけるような架け橋の役割を果たすための広報誌であると思っ
ております。これからもご愛読、どうぞよろしくお願い申し上げます。(編集委員Ｙ)

発行 ： 社会福祉法人　奈良市社会福祉協議会
発行責任者 ： 事務局長　高原　俊裕
〒630-8454 奈良市杏町79番地の4
TEL ： 0742-93-3100　FAX ： 0742-61-0330
E-mail ： hureai@narashi-shakyo.com
URL ： http://www.narashi-shakyo.com 検索奈良市社協

　こまどり会の
　「こまどりふきん」（３名様）

●商　品…こまどりふきんは蚊帳生地を用いているため吸水性が良
く、長持ちすると評判です。

　　　　　スフ糸と呼ばれる天然素材を使用しているため、環境に
優しい商品です。

●提供者…社会福祉法人こまどり会　喜蔵庵
〒631-0052　奈良市中町502-4　TEL：0742-53-0007　FAX：0742-53-0008

①クイズの答え、②記事内容のご感想・ご意見、③氏名、④住所、⑤
連絡先を明記して、ハガキ、FAX、メールのいずれかで下記へ。
クイズ正解者の中から抽選で賞品をプレゼントします。
平成30年９月１日（土）

賞　　品

応募方法

応募締切

ヒント

5
奈良市女性防災クラブ連合会は、　　　　　　ぐるみの防火活動を推進する

ため、昭和59年7月に結成されました。

ヒント

4
学園三碓地区社協の障がい児子育てサロン「　　　　　　　　　　　　　」は、
地域の居場所として、ある母親の声をきっかけに始まりました。

ヒント

3
本会では、「　　　　　　　　　　　“０”プロジェクト」をスローガンとして、
住民誰もが安心・安全に暮らせる福祉のまちづくりを推進していきます。

ヒント

2
共同募金は「　　　　　　の町を良くするしくみ」として取り組まれており、

自分たちの募金が自分たちの町の福祉の推進に使われています。

★前回（第36号）の答えは「さくらんぼ」でした。

答え

ヒントをもとに、空いているマスにひら
がなを入れてください。太枠の文字を上
から順につなげてできる言葉が答えです。
答えは、どこかのページにあるよ！
探してみてね☆

キ ワ ドキキキ

ク
ドドド

ズズズズイクククイ
ー

ズズズズ
ー

穴埋め

?

?

ご協力ありがとうございます。

・㈱オクダ商店
・㈱ガラージュモリ
・共同精版印刷㈱
・グループホーム
　古都の家学園前
・グループホーム
　どんぐり
・シンレキ工業㈱
　関西事業所
・セントラルビジネス㈱
・戸尾建築設計事務所
・奈良交通㈱

平成30年度
賛助会員のご紹介
（4月末日現在、ご加入いただいている
方々です）

・奈良信用金庫
　尼ヶ辻支店
・奈良豊澤酒造㈱
・㈱南都銀行
・㈱堀川工務店
・正木商事㈱
・ミック登美ヶ丘
・㈱八州エイジェント
・遊食彩KONISHI
・㈱ヨシケイ・ナラ
・HOWA労務オフィス
（社会保険労務士）

・MS奈良㈱

ヒント

1
ワンコイン　　　　　　　　「輪」は、男性も気軽に参加し交流できる場が

必要との想いから始まりました。

「困っている人の助けになりたい」
「地域に何か役立つことをしたい」

　社協会員への加入は、そんな奈良市民の
皆様の思いを活動資金の協力というカタチ
で実現していただくための仕組みです。
　この会費は、各地区で取り組まれている地
域福祉活動等を支える財源として活用して
います。ご協力よろしくお願いいたします。

第37号　平成30年７月１日発行


